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 ① 導入…作曲家とその曲が作曲された状況と特徴を調べる。 
 92 
   作曲家の生きた時代、人間性、生き方、環境などを調べる事を通して、その作曲家の人間
性やその曲に込められた想いなどが見えてくる。 
 ② 言語化…漠然としたイメージを言葉に表す。 


















 ① 無意味な音がなくなる 





 ② 全体の構成を把握できる 
   音楽に物語を付ける。作曲家の意図を探りながら、自分が感情移入しやすい状況設定と登
場人物を設定して物語を展開する事により、全体を把握して自分の思いを込めた演奏ができ
る。 
 ③ 自己の確立が可能になる 





































































 ① 導入…作曲家の意図をとらえながら、漠然としたイメージを言葉にして楽譜に書き込む。 
  （例：嬉しい、悲しい、爽やか、恐ろしい、登場人物、動物、季節感など） 
 ② 着色…イメージに合う色を選んで、場面や理想の音色に合わせて色鉛筆で薄く着色する。 
  （例：涼しげ→水色、情熱的→赤、嬉しい→ピンク色など） 
 ③ 言語化…主人公、季節、場所、時間などを設定して、大まかに物語を構成していく。 
  （例：ポエムの様な形式または起承転結のある物語） 
 ④ 具体化…曲全体の構成やクライマックスを把握した上で、細かなフレーズの意味付けや登
場人物の設定を行って物語を完成させる。 





























































 ２ 音楽的特徴に対する思考の変化 
 
表１ 学習による音楽的な特徴（イメージ）に対する思考の変化 
   
意識した人数 
意識した事 具体的な視点 
学習開始前 ５回目 10回目 15回目 
１ 雰囲気 6 10 9 10 
２ 構成 2 7 8 9 
３ 場面の変化 5 8 6 8 
４ 音楽の方向性 4 6 8 10 
５ クライマックス 6 7 9 6 
イメージ 
６ 強調する部分 7 9 9 8 









   
意識した人数 
意識した事 具体的な視点 
学習開始前 ５回目 10回目 15回目 
１ 強弱 8 9 10 10 
２ 速度 6 7 9 9 
３ メロディー 9 8 10 9 
４ 曲想 6 7 10 9 
５ 色彩 1 7 6 8 
６ 音色 4 8 10 8 
表現 
７ 響き 4 6 7 7 







   
表３ 学習による音楽的な特徴（奏法）に対する思考の変化 
   
意識した人数 
意識した事 具体的な視点 
学習開始前 ５回目 10回目 15回目 
１ 身体の使い方 2 5 3 6 
２ 拍子感 6 6 8 8 
３ フレーズ 5 8 5 7 
４ レガート 3 7 3 6 
５ アクセント 7 8 8 9 
６ 伴奏の効果 3 4 2 6 
奏法・技能 
７ 集中 7 8 9 10 
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